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RFIDを活用した「複写機用新循環型エコ包装管理システム」を導入することで、
包装材の循環回数の確実な管理と数量最適化を実現し、無駄な在庫を削減。

システム概要

構成機器
・RFIDプラットフォーム
（リコーRECO-Bridge IDR-1V2）
・RFIDリーダーライター・アンテナ
（UHF帯）
・RFIDラベルプリンタ
（Zebra ZT410R）
・管理システムサーバー

情報媒体
・RFタグ（UHF帯）

工場 作業効率向上、在庫管理

①包装材にID
（RFタグ）を貼付

②各工程で、包装材のID
（RFタグ）を自動読取

③出荷時に製品ID
（S/N）と包装材のID
（RFタグ）を紐付け



システムの特長

■RFタグ
・包装材は3点構成、それぞれにID付与
・部品状態でも、梱包状態でも読取り出来る場所にラベル貼付け
（梱包時はラベルが見えなくなる）

■運用手順
１．包装材・各部材に、ID（ラベル型RFタグ）を貼付け
２．「回収」ゲートで、包装材のIDを読取り、到着データを計上
３．「梱包準備」ゲートで、包装材のIDを読取り、「使用回数」を確認
４．「出荷」ゲートで、包装材をと製品ID（S/N）を紐付け

■管理システム
・PostgreSQL ベース、リコージャパン株式会社で内製
・リサイクル回数オーバー時は、リアルタイムでNG表示
・各部材ごとのトレースが可能なログ管理
・各部材がどの組合せで梱包されたか、また梱包した製品IDも管理

課題
・従来の包装材は部材点数が多く、調達コスト・管理の手間・保管場所スペース・梱包に時間がかかる、等の課題があった。
・また、部材ごとにバーコード管理していたので、読取作業の手間・作業ミスによる記録漏れが発生していた。

課題の解決
・部材にID（RFタグ）を貼付け、梱包後にアンテナゲートを通過するだけで一括読み取り、意識せずに管理、手間も時間もかからなくなった
・梱包後の内側でもタグを読取り出来、読取の手間、記録漏れがなくなった。
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導入の背景
・環境貢献のために採用された循環型包装材だが、出荷後の市場流通期間や、突発的な破損も考慮して総量を設定していた
・しかし、流通中の包装材回収遅れや、配送先の残置などで、総量設定をしにくい状況だった。
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参考URL
・https://youtu.be/29qGIJiVmyM

お問い合わせ先
株式会社リコー デジタルビジネス事業本部
センシング ソリューション センター
事業推進室 インダストリー事業推進グループ
〒108-0023 東京都港区芝浦3-4-1グランパークタワー13階
TEL：050-3534-3971
URL： http://industry.ricoh.com/support/rfid/

導入実績
・株式会社リコー Webサイトにて公開中

今後の展開
・複写機本体のリユース、リサイクル部品の回収ユニットの管理。
・別機種の梱包出荷への横展開。

解決の効果
・基幹情報（工場出荷製品の所在）と、包装材の所在情報を連携・情報が一元化されることで、数量の最適化が出来るようになった。
・包装材の循環使用回数を部材単位で正確に把握でき、劣化に備えた事前調達ができ、無駄な在庫が不要になった。
・部品単体／梱包（ラック）、両方の状態で正確に読取り出来るのはRFIDしかない。
・RFIDならではの、ゲートでの複数読みや、各部材毎のの棚卸しの一括読みにも向く。

https://youtu.be/29qGIJiVmyM
http://industry.ricoh.com/support/rfid/
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